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m「これの何処が分かりにくいのかな？」

a「RUP や RAD が Heavy Weight というのは分

かるのですが、ＣＭＭをＸＰなどと対比させて

論じるケースがあって」

と言ったところで、もう１人の客が、

b「そういえば、メーリングリストなどでも、

そのような意見があったと思います」

と割り込んだ。

たしかに、自分自身も昔、『ＸＰ対 反ＸＰ』と

いうテーマでの議論の場にＣＭＭの立場から

「反ＸＰ」の１人として出たことがあったが、

まだ、その構図が続いているのかな。

　　　　　　▲　　　　▲

m「でも、直接ＣＭＭと対比させているわけで

はないだろう」

ｂ「いえ、ＣＭＭは Heavy Weight  な“方法”

だという意見もあります」

m「ふーん、ＣＭＭが開発方法の一つだって言

うの？」

a「そんな感じですよ。何か変だという感じは

しているのですが、うまく説明できなくて」

ｂ「それで、リフレのマスターに聞いてみよう

というわけです」

m「なるほど、だとするとＣＭＭのプロジェク

ト計画の中で特定する“ライフサイクル・モデ

ル”のところで、候補として“ウォーター

フォール”“スパイラル”“インクリメンタ

ル”の中から選択するように運用されているこ

とが原因かもしれないね」

a「その３つライフサイクル・モデル

は、Heavy Weight の部類ですね」

b「特に“ウォーターフォール”は、

その筆頭としてイメージされていますからね」

m「そのことでＣＭＭ自身が Heavy Weight な

“開発手法”にすり替わっているんだろう」

a「そうかも知れません」

m「ＳＥＩが国防総省の依頼を受けてＣＭＭを

作ったわけだから、もともとHeavy Weight な開

発手法が前提となっているのだろう」

a「それに、世界のソフト産業のことを考えて

作ったものではないですからね」

m「そもそも、ＸＰなどと対峙して考えている

人は、いったいＣＭＭを何処まで研究したか。

実際にＣＭＭに取り組んだだろうか」

b「文献やホームページで書かれている“主

張”をそのまま借用しているかもしれません

ね」

m「『一犬形に吠え、百犬声に吠ゆ』というの

があったが、まさにその状態かもな」

　　　　　　▲　　　　▲

c「ＣＭＭは“開発手法”ではないですよね」

と新しい客が入ってきた。

m「そう、ＣＭＭは、ソフトウェア開発に於け

る組織の能力を引上げるためのモデルで、具体

的な開発プロセスを特定したもの

ではないし、それ自身が、“開発

手法”でもない」

c「でも、“品質を上げるための方

駅前の百貨店の前の広場に、今年も見事なクリ

スマスツリーが飾られている。デフレが進行す

る中で、百貨店も必死になって売り上げの挽回

を目指しているようだ。表面は華やかだが、裏

では厳しい現実があるのだろう。製造業も、生

産拠点を海外に移すケースが増えていて、ソフ

ト会社もその影響を受けはじめた。先日も会社

が倒産したということで、馴染みのエンジニア

が２人、“お別れ”の挨拶に立ち寄ってくれた

が、寂しいものがある。１人は、次の仕事先が

見つからないので、取りあえず実家の方に戻る

という。折角、ここまでやって来たのに勿体な

い。日本という国は、「人」も消耗品のように

扱うのか。でも、その前に、一人ひとりのエン

ジニアが競争力を持たないと、どうすることも

できないな。と、いつものようにカウンターの

中で愚痴をこぼしている。窓の外に見えるビル

の壁は、夕日を映して真っ赤である。

　　　　　　▲　　　　▲

a「マスター、こんにちは」

と、３人の客が入ってきたが、１人

は新しい顔である。

m「いらっしゃい。おや今日は新しい人をお連

れですか」

a「はい、今度本社から回ってきた桐野さんで

す。ぜひ、マスターに会わせておこうと思っ

て、連れてきました」

c「桐野です。うわさは彼らか伺っています。

私も仲間に入れていただきたいと思います」

最近では珍しく丁寧な挨拶ができる青年だ。

m「それはそれは、ご丁寧に恐縮です。“りふ

れ”のマスターです。少し前まで、ソフトウェ

アの世界に身を寄せていたもんで、懐かしさも

あってか、つい皆さんにはお節介なことをして

います」

　　　　　　▲　　　　▲

a「挨拶はそこまでとして、いつものコーヒー

を３つお願いします」

m「桐野さんも、同じもので宜しいですか？」

c「はい、同じものでお願いします」

と、しっかりとこっちの顔を見据えて返事して

くる。どうやら私に興味を持っているようだ。

　　　　　　▲　　　　▲

a「ところでマスター、最近、“Agile”という

のが流行っているのを知ってますか？」

おや、今日は“Agile”か。３人分のコーヒー

の用意をしながら、

m「ＸＰとかＳＣＲＵＭとかいう開発手法のこ

とかね」と答えた。

彼は隣の新しい人に向かって、小さな声で

a「ほら、ただの喫茶店のマスターじゃないだ

ろう」と囁いている。

a「“Agile”の本や雑誌の記事を見ていると、

中には、ＣＭＭと対比させて書かれているのも

あって、良く分からなくなってしまうんです」

m「Heavy Weight 対 Right Weight という対比の

ことだね」

a「そうです」
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ＣＭＭはソフトウェア開発に於ける組織の能
力を改善するためのモデルであって、開発手
法ではない。

法”として受け止められています」

m「なるほど。たしかに、組織の能力という中

に、“要求を達成する能力”が含まれているか

らね。その中に、納期や品質の要求を達成する

能力というのも含まれている。でも、品質を改

善することを目的としているわけではないよ」

c「高い品質を維持する方法を身に付けた組織

を作ることが目的ですか」

m「そう、その方法として管理的側面などでは

詳しく指示しているがね」

　　　　　　▲　　　　▲

b「ＸＰと対峙させているのは、ＣＭＭなどの

取り組みであれこれ指示されたくない、という

気持ちが働いているのでしょうか」

m「そういう、うがった味方もできるかもしれ

ないね」

b「その気持ち、分かるような気がします。た

だでさえ大変な状態なのに、このうえＣＭＭへ

の取り組みでいろんなことをやらされてはたま

らないですからね」

m「いわゆる“管理される”ことへ

の抵抗だね」

b「そういう視線で見るとＸＰはパ

ラダイスに見えるのかな」

m「多くのソフトウェア・エンジニアは、長く

“機能的要求”の実現しか課せられてこなかっ

たから、自分のやりたいようにやるのがエンジ

ニアだと勘違いしている」

a「品質要求やその他の要求も同時に満たすよ

うな開発プロセスを自在に“設計”できる能力

を持っているべきだと、マスターはいつも言わ

れていますよね」

c「ということは、要求の中にＸＰ的なプロセ

スを持ち込まざるを得ないような要求が含まれ

ていれば、それに、見合うプロセスを設計すべ

きということですか」

と新しい青年が突っ込んできた。

　　　　　　▲　　　　▲

m「なかなか良いポイントだね。その通り。だ

から、若いうちに“Agile”な方法しか身に付け

ないという選択は止めた方がよいと言っている

んだ。“Agile”な方法は、経験豊かな人の応用

技術として使って欲しいし、それもプロセス定

義の枠の中でやって欲しい」

b「“Agile”な方法を定義するのですが？」

m「できないはずは無いだろう。計画書だって

あるし、テスト仕様書もある。機能によっては

設計書を書いても良いし、それは機能を検討す

ることで判断できる。ソースをテストするプロ

セスだってあるし、客先の人と合同でテストも

するだろう。まさか、“Agile”だからって“思

いつきで”やっているわけではないだろう。必

要最小限の中間成果物は作っているだろう」

b 「 と い う こ と は 、 Ｃ Ｍ Ｍ の 枠 の 中 に 、

“Agile”な方法を取り込むことができるという

ことですか」

m「理論的には、組織の能力としてとしてＸＰ

などの“Agile”な開発プロセスを対象にするこ

とも可能なはずだよ。ただし、プロセスが事前

に定義され、成果物が特定されることが必要だ

けどね」

a 「 何 れ に し て も 、 Ｘ Ｐ や S C R U M な ど の

“Agile”な方法とＣＭＭを比較しても意味がな

いですね」　　　　　　　　　　　　　■
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を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
〜
　
〜
　
〜

　
今
、
そ
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
否
定

さ
れ
て
い
る
。
特
技
や
専
門
性
を
持
た
な

い
た
め
に
、
リ
ス
ト
ラ
に
遭
っ
て
い
る
の

だ
。
管
理
職
と
い
っ
て
も
、
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
に
必
要
な
ス

キ
ル
を
確
実
に
習
得
し
て
い
る
と
は
限
ら

ず
、
多
く
は
、
組
織
の
「
伝
達
役
」
や

「
ま
と
め
役
」
を
や
っ
て
来
た
。
「
伝
達

役
」
に
は
特
に
技
術
は
要
ら
な
い
、
組
織

の
実
情
に
精
通
し
た
人
で
あ
れ
ば
良
い
。

　
　
　
　
　
〜
　
〜
　
〜

　
そ
の
結
果
、
社
長
も
含
め
て
、
組
織
全

体
が
「
素
人
」
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
一

ド
ル
三
六
〇
円
で
世
界
の
製
造
業
を
独
り

占
め
で
き
た
時
代
は
、
「
素
人
」
組
織
で

も
通
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
技
術

が
拡
散
し
、
競
争
相
手
が
増
え
、
明
ら
か

に
「
供
給
企
業
過
剰
」
と
な
っ
た
今
日
に

あ
っ
て
は
、
「
素
人
」
組
織
で
は
勝
て
な

い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
ま
で
考

え
れ
ば
、
今
日
の
日
本
の
不
況
は
「
循

環
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
誰
で

も
分
か
る
だ
ろ
う
。
素
人
組
織
、
素
人
国

家
が
出
演
で
き
た
「
幕
」
が
下
ろ
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
〜
　
〜
　
〜

　
政
府
は
、
こ
の
こ
と
に
気
付
い
て
い
な

い
の
か
。
あ
る
い
は
、
気
付
い
て
い
て

も
、
過
去
の
政
策
を
否
定
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
に
言
え
な
い
の
か
。
マ
ス
コ
ミ

も
、
こ
こ
ま
で
ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
論
調
で

公
言
し
て
い
な
い
。
彼
ら
の
多
く
は
情
報

の
「
伝
達
役
」
と
し
て
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
」
で
あ
っ
て
、
分
野
に
精
通
し
た
プ
ロ

の
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
〜
　
〜
　
〜

　
デ
フ
レ
対
策
の
一
つ
と
し
て
「
つ
な
ぎ

雇
用
」
と
い
う
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」

　
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
都
会
の

「
百
貨
店
」
に
足
を
運
ん
で
み

た
。
売
り
場
に
よ
っ
て
多
少
の

ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
多
く
の

人
が
出
て
い
て
不
況
を
感
じ
さ

せ
な
い
。
た
だ
し
、
高
級
品
の

売
り
場
は
、
確
実
に
店
員
の
方

が
多
い
し
、
客
は
い
て
も
商
い

は
成
立
し
て
い
な
い
。
や
は

り
、
財
布
の
ヒ
モ
は
締
め
て
い

る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
〜
　
〜
　
〜

　
一
方
、
妻
の
経
営
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
ま
っ

た
く
違
っ
た
姿
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
に

あ
る
の
は
、
二
〇
〇
〇
円
で
も
三
〇
〇
〇

円
で
も
お
金
に
し
て
生
活
費
の
足
し
に
し

よ
う
と
い
う
人
た
ち
の
姿
で
あ
り
、
日
常

の
物
な
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
品
物
で
済
ま

そ
う
と
生
活
費
を
切
り
詰
め
て
い
る
人
た

ち
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
〜
　
〜
　
〜

　
使
わ
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
て
も
仕
方

が
な
い
の
で
回
転
さ
せ
よ
う
と
い
う
の

が
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
主
旨
で
あ
る

が
、
最
近
は
、
生
活
が
か
か
っ
た
か
た
ち

で
持
ち
込
ん
で
く
る
。
昔
の
「
質
屋
」
の

感
覚
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
に
持
ち
込
む
商
品
の
ほ
と
ん
ど

は
、
質
屋
で
は
扱
っ
て
く
れ
な
い
よ
う
な

品
物
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
が
無
け

れ
ば
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
し
か
な
い
。
そ

の
意
味
で
は
、
少
し
は
生
活
救
済
に
役

立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
「
遊
び
」
の
感

覚
が
消
え
て
「
生
活
」
の
切
実
感
の
方
が
多

く
見
え
て
く
る
と
、
商
売
す
る
方
も
気
が
重

い
。
「
百
貨
店
」
に
い
た
人
た
ち
と
は
明
ら

か
に
「
別
人
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
〜
　
〜
　
〜

　
店
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
を
し
て
い

く
客
も
多
く
、
そ
の
中
で
夫
が
リ
ス
ト
ラ
に

あ
っ
て
職
を
探
し
て
い
る
最
中
だ
と
か
、
何

と
か
（
背
広
を
着
て
の
仕
事
か
ら
）
身
体
を

動
か
す
仕
事
を
見
つ
け
て
や
り
く
り
し
て
い

て
、
自
分
も
パ
ー
ト
に
出
て
家
計
を
支
え
て

い
る
状
態
だ
と
い
う
人
が
増
え
て
き
て
い

る
。
先
日
は
、
パ
ー
ト
の
方
で
今
日
解
雇
さ

れ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、
夫
に
は
心
配
か
け
る
の

で
話
せ
な
い
と
い
う
人
も
い
た
。
店
で
、
他

人
に
話
す
こ
と
で
気
分
を
切
り
替
え
よ
う
と

し
て
い
る
気
持
ち
が
見
え
る
だ
け
に
、
話
し

相
手
に
な
っ
て
い
る
妻
も
辛
い
。
自
分
も
、

二
五
年
前
に
別
の
「
選
択
」
を
し
て
い
れ

ば
、
立
場
が
逆
転
し
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
と
妻
は
い
う
。

　
　
　
　
　
〜
　
〜
　
〜

　
ど
う
や
ら
、
皆
が
幸
福
に
成
れ
る
時
代
で

は
無
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、

本
当
は
そ
ん
な
時
代
と
い
う
の
は
無
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
た
だ
八
〇
年
代
ま
で
の
右
肩
上

が
り
の
経
済
は
、
毎
年
給
料
が
上
が
っ
て
、

皆
が
幸
福
に
な
れ
る
よ
う
に
見
え
た
こ
と
は

確
か
だ
。
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
言
葉

が
、
そ
の
世
界
を
象
徴
し
て
い
た
。
そ
れ
が

ど
ん
な
に
危
う
い
も
の
か
を
考
え
る
こ
と
も

せ
ず
に
、
多
く
の
人
は
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」

音音

　
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
を
、
日
本
の
政

治
の
中
に
現
在
進
行
形
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
民
主
党
が
、
先
の
党
首
選
挙

の
ご
た
ご
た
か
ら
、
第
一
の
タ
イ
プ
の

〈
対
話
〉
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て

い
る
。
一
方
、
自
民
党
で
は
、
意
見
が

違
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
わ
ず
か
一

時
間
の
“
話
し
あ
い
”
に
よ
っ
て
融
合

し
て
し
ま
う
。
企
業
と
い
う
一
つ
の
目

標
を
持
っ
た
組
織
の
中
で
も
、
同
じ
こ

と
が
起
き
て
い
る
。
学
校
で
も
家
庭
で

も
、
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
で
占
め
ら
れ

て
い
て
、
何
れ
も
、
中
島
氏
の
い
う

〈
対
話
〉
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
地
方
の
選
挙
で
は
、
不
毛
な
〈
対

話
〉
は
深
刻
な
対
立
と
な
っ
て
し
こ
り

を
残
し
、
時
に
は
地
域
を
二
分
す
る
か

た
ち
に
ま
で
発
展
し
て
し
ま
う
。
〈
対

話
〉
を
通
じ
て
、
考
え
の
集
約
が
行
え

な
い
の
で
あ
る
。
政
府
の
審
議
会
な
ど

で
も
、
同
じ
こ
と
が
起
き
て
い
て
、
結

局
そ
こ
で
の
意
見
は
平
行
線
の
状
態
の

ま
ま
「
両
論
併
記
」
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
。
こ
れ
で
は
何
も
前
進
し
な
い
。
行

政
と
市
民
の
間
で
も
〈
対
話
〉
は
す
れ

違
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、
長

野
県
の
知
事
が
そ
れ
に
近
い
こ
と
を
や

ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
た
し
か
に
、
私
自
身
も
〈
対
話
〉
の

仕
方
を
教
わ
っ
た
記
憶
は
な
い
し
、
実

際
に
小
学
校
な
ど
で
教
え
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
自
己
主
張
を
強

行
す
る
か
、
何
も
主
張
せ
ず
に
誰
か
の

意
見
に
迎
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
な
ん
て
事
は
な
い

「
個
人
版
の
公
共
事
業
」
で
あ
り
、
単
な
る

延
命
策
に
過
ぎ
な
い
。
企
業
を
一
〇
年
延
命

し
、
結
局
は
窮
地
に
追
い
込
ん
だ
の
と
同
じ

よ
う
に
、
一
時
的
に
個
人
の
雇
用
を
支
え
よ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
過
去
の
循
環
不
況
の

時
は
、
こ
れ
で
時
間
を
稼
げ
た
が
、
特
技
や

専
門
性
を
持
た
な
い
ま
ま
で
は
い
つ
ま
で
も

「
つ
な
ぎ
止
め
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
〜
　
〜
　
〜

　
デ
フ
レ
対
策
の
個
々
の
政
策
は
悪
く
な
い

も
の
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
小
出
し
に
し

て
は
効
果
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
時

は
、
い
く
つ
も
の
政
策
を
同
時
に
打
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
妨
げ
て
い

る
の
は
、
既
得
権
者
に
よ
る
抵
抗
で
あ
る
。

今
日
で
は
、
い
か
な
る
政
策
の
変
更
も
既
得

権
者
の
権
利
を
侵
す
も
の
と
な
り
、
そ
れ
が

政
策
に
対
す
る
骨
抜
き
の
行
動
を
も
た
ら

し
、
既
得
権
者
に
配
慮
し
た
小
出
し
の
政
策

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
気
で
こ
の
状
況

を
打
開
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
既
得
権

を
壊
す
よ
う
な
政
策
を
同
時
に
打
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
今

日
の
状
況
は
、
長
い
ト
ン
ネ
ル
の
「
始
ま

り
」
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
◆

「
〈
対
話
〉
を
育
て
な
か
っ
た
我
が
国
で
は
、
討

論
の
形
態
は
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
互
い
に
絶
対
的
に

意
見
を
譲
ら
ず
に
エ
ン
エ
ン
と
平
行
線
を
た
ど
る

タ
イ
プ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
い
と
も
簡
単
に
各

人
の
意
見
が
一
つ
に
融
合
し
て
し
ま
う
タ
イ
プ
で

あ
る
」
（
中
島
義
道
著
「
〈
対
話
〉
の
な
い
社
会
」
よ
り
）

忍び寄る危機

今月の一言


